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十
五
年
の
元
旦
に
当
り
、

民
の
皆
様
に
年
頭
の
こ
i

拶
を
申
あ
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
昭
和
三
十
四
斤

は
、
呈
太
子
の
御
成
婚
、
伊
勢
湾
ム

風
、
安
保
改
定
問
題
等
、
国
を
あ
心

て
の
吉
凶
重
な
り
｀
あ
わ
た
ゞ
し
・

も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
四
年
続
ヽ

の
豊
作
に
加
え
て
、
経
済
界
は
岩
一
I

景
気
と
呼
ば
れ
る
好
況
の
中
に
暮
5

ま
し
た
。
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
ダ

年
の
懸
案
で
あ
っ
た
町
制
施
行
の
実

現
を
見
、
皆
さ
ん
と
共
に
十
一
月
三

日
こ
れ
が
祝
典
を
あ
げ
ま
し
た
他
、

大

事

業

の

ダ

す

る

な

ど

、

町

史

で

あ

り

ま

し

。

お

き

と、よ
っ
が
で
面
で
又
は
づ
れ

村
公
衆
電
話
四
地

三

年

度

実

施

み

町
内

i
と

と
iヽ
り

で
は

の
整
備
と
併
行
し
て

荷
施
設
、
集
乳
用
冷

場
、
椎
茸
共
同
乾
燥

）
等
が
完
成
。
更
に

協
等
と
緊
密
な
連
携

業
技
術
の
改
良
普
及

た
の
で
あ
り
ま
す
。
又
経

一
方
策
と
し
て
、
道
野
尾

野
両
地
区
開
田
計
画
を
推
進
、

八
町
歩
二
毛
作
田
か
俎
成
さ
れ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

観
光
化
事
業
、
環
境
衛
生
事
端

め
住
民
生
活
の
各
面
に
わ
た
り
、

祉
の
向
上
に
微
力
を
つ
く
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
財
政
上
の
制
約
も
あ
っ

て
、
な
お
充
分
と
は
申
せ
な
い
の
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
更
に
力
を
傾
注

し
ま
し
て
、
皆
さ
ん
の
と
要
望
に
応

え
た
い
と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま

本

年

は

、

国

捺

間

緊

張

(

和

言
う
朗
報
を
も
っ
て
明
け
、
の

外

を

と

わ

ず

、

明

る

い

希

満

て

お

り

ま

す

。

町

に

お

恙

て

時

代

の

進

展

に

よ

る

各

界

化

対

応

し

て

、

町

勢

の

発

展

る

倍

旧

の

努

力

が

必

要

で

あ

考

て

お

る

も

の

で

す

。

即

ち

も

つ
ゞ
き

町

長

池

田 “
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上
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す
こ
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な
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定
例
町
議
会
，
‘

肱

川

町

福

祉

会

役

員

下
鹿
野

1
部
落
常
会
有
り

0
日

一
六
日

一
七
日

一
八
日

小
、
中
学
校
教
頭
会
開
催

村
政
委
員
会
開
催

鹿
野
川
水
利
問
題
対
策
打

合
せ
会

文
化
委
員
会
開
催

P
T
A
 

察
の
為

信
町
へ
行
く

文
化
委
員
会
開
催

一日

ご
一
日

賀
会
有
り

文
化
委
員

改
選
後
初

開

催

民

大
洲
高
校

て
第
二
回

i

る

会
開
催

一

御

用

お

さ

め

｝

年
一
月

御
用
は
じ
め

道
路
補
装
に
つ
い

｛

｝

 

JI
地
区
常
会
有
り

ご

自
衛
官
予
備
試
験
有
り
，

文
化
委
員
会
開
催

{

{

i

教

育

姿

員

会

開

催

-

=

水
利
対
策
委
員
会
開
催
]
こ

婦
人
会
中
学
校
視
察
の
[
]
}

温
泉
郡
川
内
町
重
信
町

i

5

-

行
く
裏

森

部

落

電

話

開

通

祝

賀

[

鹿
野
川
部
落
常
会
一
＂
｝ふ
亡

会
だ
よ
り
―

.
i
~

二
月
二
十
五
日
定
例
町
議
会
を
[
‘
防
犯
忙

開
い
て
次
の
議
案
を
誡
決
し
た
。
一

0

専
決
事
項
報
告
（
「
海
外
移
住
一
旧
年
末
の
防
犯
運
動
に
つ
い
て

者
の
渡
航
前
融
資
」
借
入
に
対
一
箔
察
で
は
旧
年
末
も
新
年
末
と
同

す
る
債
務
保
証
に
つ
い
て
）
ご
様
全
咎
察
力
を
あ
げ
て
密
戒
取
締
を

0

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
中
~
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

一

部

改

正

に

つ

い

て

一

が

各

家

庭

・

に

お

か

れ

て

も

戸

締

を

完

0

肱
川
町
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
一
全
に
し
て
盗
難
事
故
の
起
ら
な
い
よ

｝
う
に
し
て
下
さ
い
。

算

0

肱
川
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
一
交
逓
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

一
新
年
末
は
各
地
で
連
日
の
よ
う
に

計歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
：
大
吾
な
交
通
事
故
が
起
苔
て
お
り
ま

0

徴
収
不
能
町
税
の
欠
枷
処
分
承
一
す
。
＇
旧
年
末
も
同
様
事
故
が
起
き
る

一
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
自
動
車
を
連

認
に
つ
い
て

こ
転
す
る
者
畜
自
転
車
に
乗
っ
た
り
歩
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4
9
•
9

・

，
ぃ
山
叩
日
~
麦
べ
認
門
幻

5
日
日
日
ぃ
く
人
は
交
通
規
則
を
守
っ
て
事
故
を

起
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

本
町
在
住
の
成
人
該
当
者
九
十
九
薯
察
緊
急
電
話
の
取
扱
に
つ
い
て

人
は
、
本
月
十
五
日
成
人
式
に
参
列
事
件
が
起
き
て
急
ぐ
と
き
は
一
―
倉

町
内
有
志
の
祝
福
を
受
け
て
大
人
の

0
番
の
緊
急
電
話
を
利
用
し
て
下
さ

仲

間

入

り

を

し

た

。

い

。

記
念
講
演
を
開
き
、
記
そ
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
は
大
洲

を
し
、
社
会
人
と
な
局
八
七

0
番
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

9
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1
0
日

備
拡
充

5
社
会
厚

4
観
光
化

等
を
重
点
に
、
住
民
福
祉
の
向
上
を

目
標
と
し
て
強
力
に
す
ヽ
め
た
く
。

町
民
各
位
、
各
国
係
諸
機
関
の
、

一
段
の
と
支
援
と
協
力
を
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
誠
に
簡
単
で
す
が
、

申
し
あ
げ
て
年
頭
の

し
ま

お
願
い

と
い
た

九
日

七
日
八
日

四
日
六
日

の
整

1
牲
村
業
所
得
の

諸
施
策

の
た
め
の

会
開
催
9,

_
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r, 

人 口 動

名中山
荷居 II 鳥
谷谷坂
人死

一七三三 谷滝宮和 森
‘‘‘‘口本野岡気亡岡
四六六九 フ久

二：一八三 英ユ美
九ー九三 雄ノ子緊

男女計世
帯
数

名
荷
谷

大予
月昭
三和
出十三

i - ^.—-

二

月

十

五

日

二
月
二
十
五
日

酉
く
と
た
え
お
り
ま
し
た
、
受

相
談
及
妊
婦
の
診
察
を
母

日
と
し
、
各
地
区
と
と
に

す
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
｀

は
北
應
気
兼
ね
な
く
お
い
で

の
御
相
談
を
お
待
ち
＇

。
尚
日
程
は
他
の

り
毎
月
同
じ
日
に

な
い
の
で
公
報
及

し
ま
す
か

下
さ
い
。

は
左
の
四

地
区
。一ロ

記
に
よ
一

月

二

日

-
9

月
二
十
二
日

一
月
二
十
五

B

一

月

四

日

一

月

八

a
中
居
谷
公
民
館

中
居
谷
公
民
館木木町

谷
地
区
。
中
津

日
は
左

し
た
。

母

相

談

開

＼ 

の
み



さ
れ
た

第
二
回
肱
川
附

奴
ア］て

研

だ

り

鹿
野
川
ダ
ム

工

祭

典

を
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け
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同
購
｛

仕
瑳
骸

a
且
こ
厨
仕
宿
唸
↑
ぅ
等

舌
以
上
に
活
発
な
活
動
を
申
合
せ

た。

：
一
月
十
六
日
盛
大
に
完
工
式

日
午
前
十
時
よ
り
現
場
に
お
い
て

久
松
知
事
に
続
き
中
野

一
時
よ
り
中
野
小
学
校
諮

を
始
め
四
百
人
の
関
係

供
の
舞
踊
等
を
も
っ
て

を
終
？
た
。

野
菜
一
三
九
点
、

息
r

そ
の
他
七
F

入
貰
若

；
ッ
コ
内
は
植
類
、

一

等

小

中

敏

姶ヽ

疇`・-

-- <̀ → • ! 
， 

K
ム
ー
l

}
＂い品
参
観
は

終

了

し

。

品
評
会
出
品

ん

，
 

,~ 

.1 
r丁
℃.[-

の
目
的
を
以
っ
て
、
，
以
前
か
ら
「

，
 

”
建
物
共
済
に
つ
い
て

建
物
共
済
に
殴
と
ん
ど
加

入

さ

れ

て

お

り

ま

、

E
 

の
干
y

，ノ

」

5
 

， 

士k/,．、

よ

り

一

等

略

4
 

／
 
ーザ串次甲ー永

寅
幸
（
低
う
れ
ん
そ
う
。

武
i

ね
ぎ
。

治

ぼ

う

春

菜

。

三

参

・

代

『

か

ぶ
ふ
（
カ

ふ

1f
J

昔
、

t富
ホ

エ田
良
ヒ
田

Z
3
 

了

に

な

っ

て

い

る

分

は

に

組

合

へ
直
接
ま
た
は
部
落
推
進
委
員
を
追

じ
て
加
人
申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

農
業
失
済
の
求
卒
田
建
物
共
済
翌

は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
e

や
ケ
ガ
の
時

．
ヽ
＂
が
あ
れ
ば
幽
に

I

ん
が
往
診
し
て
加
入

応
じ
て
一
足
の
額
ま
加

贔
療
応
受
け
ら
れ
ま
す
。

死
ん
だ
り
使
え
な
く
な
っ
た

．寺ーe 加
入
金
額
に
応
じ
て
共
済
金

ま

鉱

塩

」

を

者

に

売
し
て
括
り
ま
し
た
が
、

全
般
を
対
象
に
し
て
ア
ラ

も
取
扱
う
こ
と
に
し
ま
し

利
用
下
さ
い
。

ア
ラ
（
三
号
）
は
家
畜

壮
剤
と
し
て
つ
く
ら
れ
、

質

同

上

産

卵

率

増

加

｀

乳

、

泌
乳
殿
増
加
に
効
能
が
あ
り
ま
す
。

粉
末
で
す
か
ら
用
法
も
簡
単
で
ず
（

一
ア
ラ
（
三
芍
）
の
価
格
及
び
凰

（
一
袋
一
六

0
円
）
二
、
五

k
g
-

i#，．̀;91:9,99合、9,9,，9,3＊グ

。
一
袋
当
り
の

・
使
用
日
〗

種

畜
↑

9'‘、,;；公
g
:
:

｀
J
'

：999,；99999、:，;；‘,;”999̀'：•• 
,：＇，．；‘ •• 
＇、9,riff;，、’9:‘、9,.

成

牛

鳥

こ

記

八

0
日
{

仔

牛

馬

＿

II

鱗
一
六
〇
り

畜
3
健

哺

乳

牛

馬

；

”

二

fio

：
料
で
受
〗
細
春
山
羊
。
豚

i
二
五

0

げ

ら

れ

、

そ

叫

理

鵬

山

羊

＂

豚

r
”
r
i
c
o

の

相

談

に

も

ゴ

て

、

グ

丘

0
0

帝
産
が
酋
め
ま
す
Q

か

で

す

。

に
よ
っ
て
事
悲

れ
て
い
ま
す
。

文
払
が
速
か
で
す
9

ボ
故
発
生
か
ら
三
日
以
内
に
、

支
払
れ
ま
す
。

加
入
金
頷
が
増
額
さ
れ
ま
し

こ
。
J

[

 一
棟
当
り
最
裔
百
万
円
に
加

入
で
き
ま
す
。

か
守
ら

相場

＾ 99
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で

ヵ
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一
ガ
円
に
対
し
て
二
四
円
て

加

人

綺

が

直
接
ま
た
は

を
通
じ
て
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輝
し
き

十
丘
年

3
新

春

え

ん
で
偲
祝
詞
を
申
卜
げ

ロ
H
，派

，
＼
 

の
皆
さ
ん
へ

る
に
当
り

ま
ず
。
評

か

に

十

ま
す
と
二
回
に
亘

を
展
開
い
た
し
、
第
一
回
は

ぐ
る
み
連
動
で
米
甘
藷
aJ

ニ

を
目
檬
に
努
JJ
致
し
・
京
し
た
組
合
貝

各
位
の
御
協
力
の
上
に
天
が
語
に
組

し

ま

し

て

目

的

が

出

来

ま

し

た
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